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＜連絡事項＞

・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞

・石黒　理一郎様～持参薬グラマリール150mg→リスペリドン1mgへ変更し、他当院処方

　　　　　　　　　へ切り替え、2日分処方となる。

・竹洞　聡様～療養環境変更目的にて、10：00　西病棟Bユニットへ転出となる。

・澁谷　兼一様～療養環境変更目的にて、10：30　南病棟Bユニットへ転出となる。

・山本　久美子様～療養環境変更目的にて、11：00東B2号室へ転出となる。

・小出　秀男様～排便5日みられない為、ケンエーG浣腸60ml処方となる。

・大西　春幸様～排便4日みられない為、便秘時の継続指示あり、シンラック液1本処方

となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。10～16時開放観察実施。Bユニットを眺めている事はあるが行動化はなし。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前･午後2時間ずつの開放観察実施。奇声を上げる事はないが唾液を指につけ窓をなぞる事あり介入している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・猪石　和宏様～20時～翌6時まで時間隔離中。他者についての不満を話す事はあるがトラブルなく過ごされている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。また、開放中の他者トラブルがないよう、見守り・介入を行っていく。
＜深澤Dr診察情報＞

・北山　ミワ様～エンシュアリキッド2×朝・夕→1×朝に変更となり、7日分処方。

　　　　　　　　8/3朝より牛乳→ヨーグルトへ変更となる。

・小笠原　澄子様～臨時薬7日分処方となり、次回より定期処方となる。

8/3、採血（セット3・糖セット・甲状腺セット）の指示あり｡

・大久保　すい様～臨時薬一部変更となり、7日分処方。

・下村　慶子様～臨時薬一部変更となり、7日分処方。

・池野　功一様～デパケンシロップ12mg→15mgに増量となり7日分処方｡

・小出　秀男～臨時薬7日分処方となり、次回より定期処方となる。

＜要注目患者様＞
・大久保　すい様～夜間不眠で経過。退院要求聞かれるが説明にしつこさなし。拒薬なし。

・藤井　崇史様～表情の硬さはみられるが、妄想や幻聴に左右された行動はなく経過。

・安達　貴浩様～他者への干渉多く、介入に暴言をはき、威嚇する事あり。希望にて

　　　　　　　　13：50に継続指示使用している。

・藤井　孝蔵様～大声での唸りや妄想発言聞かれ、飲水要求も多い。他者から怒鳴られる事あり介入している。

・中島　とし様～拒食、拒薬あり介入にて食事は摂取しているが残食多い。独語きかれている。興奮はなく対応は穏やか。

・小笠原　ツヤ様～バイタルサインの異常なし。ケア時に抵抗みられている。引き続き精神症状の観察を行うとともに、食事や内服ができるように介入していく。

・下村　慶子様～訴え多く聞かれているが都度対応し、継続指示は使用せずに経過。

＜新入院患者様情報＞

氏　　名：中田　徳子（なかた　のりこ）様

生年月日：昭和21年3月14日 71歳

性　　別：女性

病　　名：アルツハイマー型認知症/両側慢性硬膜下血腫

病棟病室: 東病棟Cユニット6号室
入院形態：医療保護入院

主 治 医：伊藤Dr

（経過）

　現在、八戸市立市民病院入院中（脳神経外科）詳細な時期は不明であるが、アルツハイマー型認知症の診断にて大里脳神経リハビリテーションクリニックにて通院しデイサービスを利用し自宅で夫様が介護し生活していた。

　平成29年5月下旬と6月上旬に転倒、大里脳神経リハビリテーションクリニックにて外傷性硬膜下水腫の診断にて漢方薬処方となっていた。7月19日より歩行不安定となり7月20日両側慢性硬膜下血腫疑いにて八戸市立市民病院へ紹介となり、同日入院。保存的治療の方針となったこと、認知症症状の悪化、自宅での生活が困難な状態であるため当院での認知症治療の希望があり転院依頼あり。家族様も当院での治療を希望していることから、平成29年8月2日東病棟へ医療保護入院となる。

LTセットBプラン　オムツ①

氏　　名：瀧澤　杏奈（たきさわ　あんな）様

生年月日：平成8年8月6日 20歳

性　　別：女性

病　　名：統合失調症

病棟病室: 東病棟　ユニット　号室
入院形態：医療保護入院

主 治 医：田名部Dr

（経過）

　現在、八戸赤十字病院（精神科）入院中。同院初診はＨ23.4月で寡黙・活動性低下顕著であり入院、薬物治療開始。症状改善し、退院するが幻聴・注察妄想が顕著となり症状悪化時は都度、入院し薬剤調整していた。（同院へは6回の入院歴がある。）

　mECTを行うが、精神症状の大きな変化はなく、担当医と家族・本人で面談を実施。精神科治療継続と生活支援やSST等行うことで改善する可能性について説明され、家族・本人が転院希望し、当院への転院依頼あり。平成28年8月2日東病棟へ任意入院となる。

・家族洗濯

・買い物カードなし

